
一
は
じ
め
に

筆
画
数
に
よ
っ
て
部
首
や
漢
字
の
分
類
・
配
列
を
行
う
形
式
（
以

下
、
配
列
す
る
こ
と
を
も
含
め
て
、
画
数
分
類
と
称
す
る
）
を
採
用

す
る
字
書
（
以
下
、
画
引
字
書
と
称
す
る
）
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
る

ょ
う
に
な
る
の
は
、
寛
永
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
降
、
中
国
明

代
に
編
纂
さ
れ
た
字
彙
（
ニ
―
四
部
首
）
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
、

画
数
分
類
は
次
第
に
一
般
的
な
部
首
・
漢
字
の
分
類
形
式
と
し
て
日

本
に
定
着
し
て
い
く
。
米
谷
（
二

0
0
七
）
（
以
下
、
先
稿
と
称
す
る
）

で
は
、
寛
永
年
間
か
ら
寛
文
年
間
ま
で
に
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
画
引

字
書
に
お
け
る
部
首
や
漢
字
の
分
類
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
、
本
稿

で
は
、
そ
れ
に
続
く
延
宝
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
（
以
下
、
当
該
期
と

称
す
る
）
の
画
引
字
書
の
刊
行
状
況
を
確
認
す
る
。

二
先
稿
の
補
遺

ま
ず
、
先
稿
で
言
及
し
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
字
書
諸
本
に
つ
き
、

新
た
に
確
認
し
た
こ
と
が
ら
を
記
す
。

0
字
彙
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）

未
見
で
あ
っ
た
慶
安
元
年
刊
行
の
和
刻
本
を
確
認
し
た
。
大
本

一
四
冊
。
長
澤
（
二

0
0
六
）
の
記
載
の
通
り
、
「
慶
安
元
暦
仲
春

／
風
月
宗
知
刊
行
」
の
刊
記
が
あ
る
。
先
稿
執
筆
時
に
参
照
し
て

い
た
無
刊
記
の
大
本
一
四
冊
本
は
慶
安
元
年
刊
本
の
後
印
本
で
あ
っ

た。
〇
漢
玉
字
引
寛
文
年
間
刊
か

林
(
-
九
八
九
）
は
、
寛
文
一

0
年
刊
の
増
補
書
籍
目
録
に
大
和

田
気
求
の
編
と
し
て
「
漢
玉
字
引
」
な
る
書
名
が
あ
る
こ
と
に
言
及

す
る
。
架
蔵
の
大
広
益
会
玉
篇
和
刻
本
の
第
一
冊
目
と
見
ら
れ
る
一

冊
に
合
冊
さ
れ
た
五
丁
は
、
そ
れ
と
同
名
の
尾
題
を
有
す
る
。
本
冊

は
大
本
で
、
一
冊
の
み
の
零
本
。
概
要
を
柱
の
記
載
す
る
区
分
に
し

た
が
っ
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

イ
標
題
な
し
。
尾
題
を
「
漢
玉
字
引
終
」
と
す
る
五
丁
（
柱
は

丁
付
の
み
「
こ
＼
「
五
」
、
有
界
十
四
行
）

ロ
「
大
広
益
会
玉
篇
一
部
井
序
凡
三
十
巻
」
二
丁
（
有
界
八
行
、

柱
は
「
玉
序
」
（
以
下
同
）
丁
付
は
「
一
」
「
二
」
）
、
「
大
広
益

会
玉
篇
序
」
二
丁
（
有
界
八
行
、
丁
付
は
「
三
」
「
四
」
）
、
「
進

玉
篇
啓
」
一
丁
（
有
界
八
行
、
丁
付
は
「
五
」
）

延
宝
期
よ
り
元
禄
期
ま
で
の
画
引
字
書
に
つ
い
て

米

谷

隆

史
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慧＇ I 

画
弓I

玉

I E!:_ 
と 』t 』T 
の

~ 
七

i ＇ 
＾ 旦ヽ 屡行

>

八 無

＇ 
言行

旦
目

ハ
「
大
広
益
会
玉
篇
総
目
」
七
丁
（
有
界
九
行
、
柱
は
「
玉
目
」
、

丁
付
は
「
一
」
ー
「
七
」
）

二
「
至
篇
広
韻
指
南
」
一
七
丁
（
有
界
八
行
、
柱
は
「
至
指
南
」
、

丁
付
は
「
一
」

i
「
十
七
」

ホ
「
大
広
益
会
玉
篇
巻
第
一
凡
八
部
」
八

T
（
有
界
八
行
、
柱

は
「
至
一
」
、
丁
付
は
「
一

i
「八」）

へ
「
大
広
益
会
玉
篇
巻
第
二
凡
一
十
四
部
」
（
有
界
八
行
、
柱
は

「
玉
二
」
、
丁
付
は
「
一
」

i
「
+
-
」
）

ホ
・
ヘ
の
字
書
本
文
は
、
画
数
分
類
を
採
ら
な
い
旧
来
の
和
刻
本

の
大
広
益
会
玉
篇
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は

い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
大
広
益
会
玉
篇
の
和
刻
本
で
は
じ
め
て

部
首
の
画
引
目
録
を
合
冊
し
た
慶
安
二
年
刊
本
と
対
照
さ
せ
て
み
よ

ぷ
ノ

第
一
の
違
い
は
画
引
目
録
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。
慶
安
二
年
刊
本

に
は
、
部
首
を
画
数
で
「
一
」
か
ら
「
十
四
」
（
十
四
画
以
上
の
部

（注
1
)

首
は
「
十
四
」
に
合
わ
せ
て
収
め
る
）
ま
で
に
分
類
し
、
各
部
首
の

下
に
収
載
の
巻
数
を
示
し
て
掲
出
す
る
目
録
（
五
丁
、
八
行
有
界
）

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
一
巻
か
ら
三
十
巻
に
収
め
る
部

首
を
そ
の
ま
ま
示
す
、
目
次
と
も
い
う
べ
き
「
大
広
益
会
玉
篇
総
目
」

が
存
す
る
。
一
方
、
本
冊
で
は
、
部
首
を
「
一
画
」
か
ら
「
三
十
六

画
」
ま
で
に
分
類
し
て
、
収
載
の
巻
数
と
そ
の

T
数
を
示
す
「
漢
玉

字
引
」
と
、
同
じ
く
「
一
画
」
か
ら
「
三
十
六
画
」
ま
で
に
分
類
し

て
、
収
載
の
巻
数
を
示
す
「
大
広
益
会
菟
篇
総
目
」
の
二
つ
が
存
す

丘注
2
)

る
。
す
な
わ
ち
本
冊
で
は
、
画
数
分
類
の
目
録
が
二
種
類
存
す
る
一

方
で
、
本
来
的
な
目
次
で
あ
る
巻
数
順
の
部
首
目
録
は
存
し
な
い
の

で
あ
る
。

さ
て
、
本
冊
は
、
巻
頭
の
一
冊
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、
刊
年
を

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
画
数
の
分
類
が
、
慶
安
二
年
刊
本

の
最
大
一
四
画
か
ら
、
本
書
で
は
最
大
三
六
画
に
細
分
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
「
大
広
益
会
玉
篇
総
目
」
を
も
画
数
分
類
と
す
る
こ
と
を

勘
案
す
る
と
、
慶
安
二
年
刊
本
よ
り
は
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
柱
を
「
玉
序
」
と
す
る
丁
の
行
数
を
増
や
し
て
紙
数
の
削
減

を
図
っ
て
い
る
こ
と
も
後
の
改
修
を
思
わ
せ
る
。
な
お
、
同
じ
く

三
六
画
ま
で
の
画
数
分
類
で
掲
出
の
丁
数
を
示
し
た
部
首
目
録
を
有

す
る
寛
文
四
年
刊
の
袖
珍
倭
玉
篇
は
、
辞
書
本
文
に
お
い
て
は
、
画

数
分
類
を
採
ら
な
い
大
広
益
会
玉
篇
や
倭
玉
篇
の
掲
載
順
序
通
り
、

「
乃
」
部
（
四

0
丁
）
が
「

L
」
部
（
四
八
丁
）
の
先
に
位
置
す
る

の
に
対
し
、
部
首
目
録
上
で
は
「

L
」
が
「
乃
」
の
先
に
位
置
す
る

と
い
う
よ
う
な
乱
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
以
下
で
言
及
す
る
倭
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玉
篇
諸
本
全
て
に
共
通
し
て
い
る
が
、
本
冊
の
部
首
目
録
で
は
こ
う

し
た
乱
れ
が
い
ず
れ
も
辞
書
本
文
に
従
っ
た
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

先
稿
に
記
し
た
通
り
、
大
和
田
気
求
は
承
応
二
年
（
一
六
五
―
―
-
）

刊
行
の
字
集
便
覧
（
和
字
彙
）
の
編
者
と
さ
れ
る
ほ
か
、
寛
文
年
間

刊
行
の
和
刻
本
篇
海
類
編
や
大
広
益
会
玉
篇
に
お
い
て
も
画
数
分
類

採
用
へ
の
関
与
が
確
認
で
き
る
。
本
冊
の
「
漢
玉
字
引
」
五
丁
が
、

増
補
書
籍
目
録
が
示
す
大
和
田
気
求
の
著
作
そ
の
も
の
と
は
断
定
で

き
な
い
が
、
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ

る。
〇
増
字
倭
玉
篇
寛
文
一

0
年
（
一
六
七
0
)
刊

大
本
三
冊
。
一

0
行

x
1
0
段
。
本
書
は
画
引
の
部
首
目
録
を
持

た
ず
、
旧
来
の
倭
玉
篇
の
部
首
配
列
を
採
っ
て
お
り
、
部
首
内
も
画

数
分
類
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
寛
文
二
年
刊
行
の
増
補
倭
玉
篇
を
も

と
に
編
纂
さ
れ
た
字
書
と
見
ら
れ
る
が
、
各
部
首
の
末
に
増
補
が
あ

（注
3
)

る
。
「
こ
部
で
は
「
弓
」
「
丞
」
の
二
字
、
「
示
」
部
で
は
「
牝
」
「
杓
」

以
下
、
全
三
一
字
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
増
補
漢
字
は
字
彙
に

も
存
す
る
部
首
の
み
に
見
ら
れ
、
若
干
の
乱
れ
は
あ
る
も
の
の
画
数

順
に
並
ん
で
い
る
。
付
訓
や
注
文
は
字
集
便
覧
が
掲
出
す
る
も
の
で

網
羅
で
き
る
こ
と
か
ら
、
字
集
便
覧
を
参
照
し
て
増
補
を
行
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
跛
に
「
韻
会
字
彙
之
一
一
峡
」
に
拠
っ
て
「
若

干
字
」
を
増
補
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
も
参
考
と
な
ろ
う
。
本

書
は
画
数
分
類
を
採
る
辞
書
で
は
な
い
が
、
増
補
部
分
が
結
果
的
に

画
数
分
類
を
行
っ
た
よ
う
な
掲
出
順
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
字
彙

系
統
の
字
書
と
玉
篇
系
統
の
字
書
の
統
合
が
図
ら
れ
た
一
例
と
し
て

特
に
記
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
先
稿
に
対
す
る
補
遺
で
あ
る
。
先
稿
の
結
論
を
変
更
す
べ

き
点
は
な
い
が
、
「
漢
玉
字
引
」
や
増
字
倭
玉
篇
の
増
補
部
分
な
ど
、

画
数
分
類
を
行
う
字
書
が
寛
文
年
間
に
広
く
用
い
ら
れ
た
跡
が
窺
わ

れ
る
事
例
が
存
す
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
当
該
期
の
画
引
字
書
の
刊
行
状
況

本
稿
で
は
、
倭
玉
篇
や
大
広
益
会
玉
篇
、
字
彙
な
ど
の
網
羅
的
な

字
書
の
検
討
を
中
心
と
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
、
経
書
字
弁
や
答

蹄
集
等
、
熟
語
の
頭
字
の
配
列
に
画
数
分
類
を
採
用
す
る
も
の
や
、

画
引
分
韻
便
覧
や
字
韻
早
鑑
四
重
大
成
の
よ
う
に
韻
字
を
掲
出
す
る

も
の
、
四
書
字
引
や
授
幼
文
選
字
引
の
よ
う
に
特
定
の
典
拠
に
依
拠

（注
4
)

す
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
管
見
諸
本
の
一
覧
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

先
稿
に
お
い
て
は
、
対
象
期
間
内
に
刊
行
さ
れ
た
画
引
字
書
を
、
画

数
分
類
を
、

①
部
首
目
録
の
み
に
採
用
す
る
も
の

②
部
首
内
の
漢
字
配
列
の
み
に
採
用
す
る
も
の

③
部
首
目
録
と
部
首
内
の
漢
字
配
列
に
採
用
す
る
も
の
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④
部
首
配
列
と
部
首
内
の
漢
字
配
列
に
採
用
す
る
も
の

⑤
漢
字
の
総
画
数
配
列
に
採
用
す
る
も
の

の
五
類
に
分
類
し
て
掲
出
し
た
。
本
稿
で
も
当
該
期
に
刊
行
さ
れ
た

字
書
諸
本
を
同
様
に
分
類
し
た
年
表
を
次
頁
に
示
す
。
書
名
は
内
題

を
優
先
す
る
が
、
外
題
に
拠
っ
た
も
の
に
は
書
名
の
下
に
（
下
）
と

記
し
、
内
題
を
持
た
な
い
た
め
柱
題
等
に
拠
っ
た
も
の
は
[
]
内
に

書
名
を
示
す
。
な
お
、
④
の
字
書
に
存
す
る
部
首
目
録
は
、
字
書
本

文
に
従
え
ば
自
動
的
に
画
数
順
の
配
列
に
な
る
こ
と
か
ら
特
別
に
言

及
は
し
な
い
こ
と
、
画
引
字
書
で
あ
っ
て
も
所
属
漢
字
が
少
な
い
部

首
で
画
数
分
類
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
特
記
は
し
な
い

こ
と
、
刊
年
が
不
明
な
字
書
も
当
該
期
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
る
も
の

は
掲
出
し
た
が
、
後
印
本
の
段
階
で
刊
年
が
削
除
さ
れ
て
い
る
も
の

は
年
表
上
に
は
示
し
て
い
な
い
こ
と
、
＊
は
未
見
の
も
の
で
あ
る
こ

（注
5
)

と
等
は
先
稿
と
同
様
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
各
類
ご
と
に
、
諸
本
と
そ
の
画
数
分
類
の
形
式
を
確

認
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
当
該
期
に
は
③
i
⑤
の
三
類
が
見
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
た
め
、
①
②
の
欄
は
示
し
て
い
な
い
。
な
お
、
③
に
分

類
さ
れ
る
字
書
諸
本
は
い
ず
れ
も
倭
玉
篇
の
系
統
で
あ
る
た
め
、
刊

年
の
早
い
順
に
検
討
を
進
め
る
が
、
④
に
分
類
さ
れ
る
字
書
諸
本
は

い
く
つ
か
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
相
近
い
字
書
本
文
を
有
す

る
字
書
群
ご
と
に
ま
と
め
て
検
討
を
行
う
。

三
ー
一
部
首
目
録
と
部
首
内
の
漢
字
配
列
に
採
用
す
る
も
の

0
新
刊
画
引
和
玉
篇
A
.
B

A
.
B
い
ず
れ
も
大
本
一
冊
で
、
半
丁
一

0
行
X

―
一
段
。
冒
頭

に
画
数
分
類
の
部
首
目
録
を
置
き
、
字
書
本
文
は
、
五
四
一
一
部
首
を

旧
来
の
玉
篇
の
配
列
に
従
っ
て
掲
出
し
、
部
首
の
内
部
を
画
数
分
類

す
る
。

B
は
、
岡
井
(
-
九
三
三
）
が
、
亀
田
次
郎
氏
の
言
及
を
検

討
し
つ
つ
、
「
寛
文
十
年
本
の
重
刻
と
い
ふ
べ
き
な
ら
ん
。
」
と
述
べ

る
と
お
り
、
寛
文
一

0
年
（
一
六
七

0
)
の
新
刊
画
引
和
玉
篇
を
刊

記
部
分
の
み
改
刻
し
た
改
修
本
で
あ
る
。
ま
た
、

A
も
別
版
で
は
あ

る
が
、
こ
の
寛
文
一

0
年
本
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
袖
珍
倭
玉
篇

横
三
切
本
一
冊
で
、
半
丁
一
四
行
X

五
段
。
冒
頭
に
画
数
分
類
の

部
首
目
録
を
置
き
、
字
書
本
文
は
、
五
四
二
部
首
を
旧
来
の
至
篇
の

配
列
に
従
っ
て
掲
出
し
、
部
首
の
内
部
を
画
数
分
類
す
る
。
刊
記
右

に
「
旧
版
既
行
子
世
／
予
検
閲
之
其
誤
／
不
為
少
故
逐
一
／
改
之
広

子
梓
云
」
の
跛
が
存
す
る
。

「
袖
珍
」
の
名
を
冠
す
る
先
行
字
書
に
は
寛
文
四
年
の
袖
珍
倭
玉

篇
が
あ
る
。
こ
の
寛
文
四
年
本
は
、
巻
頭
に
画
数
分
類
の
部
首
目
録

を
置
き
、
字
書
本
文
は
、
五
四
二
部
首
を
旧
来
の
玉
篇
の
順
序
に
配

列
し
、
各
部
首
内
を
画
数
分
類
す
る
点
、
本
書
と
同
様
で
あ
る
。
半

丁
に
八
行
八
段
。
さ
ら
に
、
寛
文
四
年
本
の
一
丁
分
を
半
丁
に
収
め
、
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に
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た
画
引
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を
採
用
す
る
書
物
年
表
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半
丁
に
一
六
行
八
段
の
横
本
と
し
た
も
の
が
寛
文
―
二
年
の
画
引
倭

玉
篇
で
あ
っ
た
。
但
し
、
寛
文
四
年
本
の
部
首
目
録
二
画
末
が
「
丁

了
」
で
終
わ
る
の
に
対
し
て
、
寛
文
―
―
一
年
本
は
「
丁
了

r」
と
、

末
に
「

r」
を
置
く
よ
う
に
、
部
首
目
録
の
掲
載
部
首
や
順
序
に
は

（注
6
)

小
異
が
あ
る
。
本
書
の
部
首
目
録
は
、
寛
文
四
年
本
と
一
致
し
て
い

る
。
字
書
本
文
も
、
「
到
」
（
玉
部
二
画
）
の
和
訓
を
寛
文
四
年
本
と

本
書
が
「
タ
マ
ノ
ウ
ツ
ワ
」
と
す
る
の
に
対
し
、
寛
文
―
二
年
本
は
「
タ

マ
ノ
ウ
ツ
ワ
モ
ノ
」
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
寛
文
四
年
本
に
近
い

（注
7
}

よ
う
で
あ
る
。

〇
増
訓
画
引
和
玉
図
彙

大
本
一
冊
、
半
丁
―
一
行
一

0
段
。
冒
頭
に
画
数
分
類
の
部
首
目

録
を
置
き
、
字
書
本
文
は
、
五
四
一
一
部
首
を
旧
来
の
玉
篇
の
配
列
に

従
っ
て
掲
出
し
、
部
首
の
内
部
を
画
数
分
類
す
る
。
岡
井
(
-
九
三
三
）

に
言
及
が
あ
る
と
お
り
、
中
村
甚
之
丞
の
編
。
頭
書
に
各
部
が
収
め

る
漢
字
に
関
係
の
あ
る
図
絵
と
注
文
を
記
し
て
い
る
他
、
字
書
本
文

の
前
に
、
序
・
凡
例
・
部
首
目
録
・
篇
冠
易
考
(
-
九
字
）
・
疑
字

早
考
(
-
四
六
字
）
•
五
十
母
字
が
並
ぶ
。
岡
井
は
「
収
字
の
範
囲

ママ

と
之
を
出
す
順
序
と
は
画
引
本
と
同
じ
。
時
に
は
祇
の
下
に
妖
怪
、

皇
の
下
に
天
皇
、
帝
皇
の
如
き
熟
字
を
も
注
す
。
」
と
述
べ
る
。
岡

井
が
述
べ
る
よ
う
に
、
新
刊
画
引
和
玉
篇
を
も
と
に
増
補
し
た
字
書

の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
部
首
目
録
で
は
、
二
画
末
に
「
几
」
（
「
見
」

の
脚
部
）
を
補
う
な
ど
の
補
訂
が
あ
る
他
、
米
谷
(
―

1
0
0
二
）
で

言
及
し
た
通
り
、
「
下
」
の
和
訓
に
、
新
刊
画
引
和
玉
篇
が
掲
出
し

な
い
「
ヒ
キ
シ
」
が
存
す
る
よ
う
に
、
和
訓
の
増
補
も
見
ら
れ
る
。

0
小
策
増
字
和
玉
篇
綱
目

大
本
一
冊
、
半
丁
一

0
行
X

―
一
段
。
冒
頭
に
画
数
分
類
の
部
首

目
録
を
置
き
、
字
書
本
文
は
、
五
四
―
一
部
首
を
旧
来
の
玉
篇
の
配
列

に
従
っ
て
掲
出
し
、
部
首
の
内
部
を
概
ね
画
数
分
類
す
る
。
明
朝
体

で
記
さ
れ
た
見
出
漢
字
の
左
に
、
書
名
に
示
す
通
り
、
小
策
の
字
体

が
示
さ
れ
る
。
節
用
集
や
往
来
物
の
編
著
も
あ
る
苗
村
丈
伯
の
編
。

岡
井
(
-
九
三
三
）
は
、
本
書
の
目
録
と
字
書
本
文
に
つ
い
て
「
そ

の
総
目
録
は
画
引
本
の
如
く
部
首
を
画
数
に
よ
り
て
序
で
た
れ
ど
画

数
を
標
せ
ず
。
本
文
の
文
字
も
画
引
本
の
順
な
れ
ど
亦
画
数
を
云
は

ず
。
」
と
し
、
既
に
画
引
本
が
出
て
三

0
年
以
上
経
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
画
引
本
で
あ
る
こ
と
を
憚
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
こ

と
を
不
審
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
丈
伯
が
自
身
の
節
用
集
綱
目
と
本

書
の
編
纂
に
よ
っ
て
、
「
羽
翼
成
り
輪
輻
湊
れ
り
」
と
記
す
こ
と
に

も
言
及
す
る
。

岡
井
が
「
訓
は
画
引
本
に
比
し
て
増
減
と
も
に
あ
り
」
と
述
べ
る

よ
う
に
、
新
刊
画
引
和
玉
篇
と
比
較
す
る
と
、
「
示
篇
」
の
五
画
「
祝
」

に
和
訓
「
ノ
ロ
フ
」
が
、
四
画
相
当
の
位
置
に
「
祁
」
と
そ
の
和
訓

「
ツ
、
シ
ム
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
増
補
さ
れ
る
。
一
方
、
「
人
篇
」
で
は
、
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三
画
の
「
以
」
「
托
」
な
ど
一
七
字
の
後
に
二
画
の
「
化
」
「
仇
」
な

ど
六
字
が
位
置
し
て
い
る
。
本
書
は
、
混
乱
と
見
え
る
も
の
も
含
め
、

こ
れ
ま
で
言
及
し
た
画
引
分
類
を
採
る
倭
玉
篇
諸
本
に
は
見
ら
れ
な

い
改
編
が
多
数
存
す
る
字
書
と
い
え
る
。
な
お
、
画
引
分
類
を
採
る

倭
玉
篇
で
は
い
ず
れ
も
内
部
が
画
数
順
に
な
っ
て
い
る
「
酉
篇
」
が
、

本
書
で
は
画
数
分
類
を
採
ら
な
い
倭
玉
篇
と
同
様
の
配
列
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
編
纂
の
折
に
、
複
数
の
倭
玉
篇
を
参
照
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
事
実
と
し
て
興
味
深
い
。

0
頭
書
韻
付
四
声
画
引
増
益
和
玉
篇

本
書
は
、
岡
井
(
-
九
三
三
）
が
、
亀
田
次
郎
の
和
玉
篇
考
の
「
…
…

目
録
は
十
一
段
、
本
文
は
七
段
、
と
も
に
八
行
／
柱
に
は
首
書
和

韮
篇
巻
、
と
あ
り
頭
書
も
あ
り
／
刊
行
年
月
書
陣
名
と
も
に
未
詳
」

の
記
載
を
引
用
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
半
紙
本
一
冊
、
半
丁

八
行
X

七
段
。
冒
頭
に
画
数
分
類
の
部
首
目
録
を
置
き
、
字
書
本
文

は
、
五
四
二
部
首
を
旧
来
の
玉
篇
の
配
列
に
従
っ
て
掲
出
し
、
部
首

内
部
を
画
数
分
類
す
る
。
山
田
(
-
九
五
九
）
が
記
す
通
り
、
元
禄

八
年
の
刊
記
が
あ
る
が
、
書
陣
の
記
載
は
な
い
。

掲
出
の
和
訓
を
み
る
と
、
増
訓
画
引
和
玉
図
彙
や
小
策
増
字
和

玉
篇
綱
目
に
見
ら
れ
た
改
変
や
増
補
は
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
基
本
的
な
字
書
本
文
は
、
新
刊
画
引
和
玉
篇
か
袖
珍
倭
玉
篇
の

も
の
を
流
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
各
見
出
漢
字
に
圏
点

で
四
声
を
、
見
出
字
欄
の
左
上
に
韻
目
を
増
補
し
て
示
す
他
、
各
画

数
の
末
に
「
補
」
と
記
し
て
増
補
漢
字
を
掲
出
す
る
部
首
が
あ
る
。

冒
頭
部
で
あ
れ
ば
、
「
一
」
「
上
」
「
示
」
「
二
」
「
三
」
「
王
「
玉
」
部

と
続
く
う
ち
、
増
補
漢
字
が
あ
る
の
は
「
一
」
「
示
」
「
二
」
「
玉
」

部
で
あ
る
。
こ
の
四
部
首
は
、
字
彙
で
も
部
首
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
書
の
増
補
漢
字
は
、
字
彙
の
所
収
漢
字
を
承
け
て
編
纂
し

た
字
書
に
拠
っ
て
増
補
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
実
際
、
「
一
」
部
で
、

旧
来
の
倭
玉
篇
が
収
め
る
「
元
」
「
天
」
「
王
」
「
吏
」
の
後
に
、
「
補
」

と
記
し
て
掲
出
す
る
「
弓
」
「
丞
」
「
死
」
「
卯
」
は
、
い
ず
れ
も
字

彙
系
統
の
字
書
が
掲
出
す
る
漢
字
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
寛
文
一
〇

年
刊
行
の
増
字
倭
玉
篇
と
類
似
の
手
法
で
増
補
を
行
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
倭
玉
篇
で
は
「
祉
」
の

和
訓
は
「
サ
イ
ハ
イ
」
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
書
は
「
ヨ
ロ
コ
バ
シ
」
「
ヨ

シ
」
を
増
補
す
る
。
こ
れ
は
後
述
の
字
集
便
覧
系
統
の
字
書
に
存
す

る
和
訓
で
あ
る
。

本
書
の
特
徴
で
あ
る
頭
書
の
注
文
は
全
て
の
見
出
字
に
つ
い
て
存

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
冒
頭
は
「
こ
部
三
画
の
「
天
」
字
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注
文
は
、
「
物
理
論
」
の
引
用
か
ら
は
じ
ま
り
、

「
広
雅
」
「
字
彙
」
「
易
」
を
典
拠
と
す
る
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で

構
成
さ
れ
る
が
、
全
て
の
内
容
が
字
彙
の
「
天
」
字
の
漢
文
の
注
文
に
、

典
拠
名
共
々
（
但
し
「
字
彙
」
の
書
名
を
除
く
）
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

以
降
の
注
も
同
様
に
字
彙
の
注
文
を
摘
記
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
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文
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
編
纂
の
際

に
は
字
彙
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
本
書
の
編
纂
に
関
し
て
は
、
和
訓
や
四
声
韻
字
注
の
典

拠
、
後
述
の
増
補
大
広
益
会
玉
篇
B
と
の
関
係
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
問
題
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
ー
ニ
部
首
配
列
と
部
首
内
の
漢
字
配
列
に
採
用
す
る
字
書
に
つ

い
て

三
ー
ニ
ー
一
倭
玉
篇
系
統
の
字
書

〇
増
補
倭
（
和
）
玉
篇
（
大
広
益
節
用
集
頭
書
）

本
書
は
、
大
広
益
節
用
集
（
大
本
一
冊
）
に
頭
書
の
付
録
と
し
て

合
刻
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
画
数
分
類
の
部
首
目
録
を
置
き
、

字
書
本
文
は
、
五
四
二
部
首
を
画
数
分
類
し
て
掲
出
し
、
部
首
の
内

部
も
画
数
分
類
す
る
。
元
禄
六
年
の
増
補
倭
玉
篇
は
半

T
一
六
行
X

五
段
、
元
禄
九
年
の
増
補
和
玉
篇
は
半
丁
一
八
行
X

六
段
で
あ
る
。

行
段
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
字
書
本
文
は
小
異
を
除
い
て
同
一
で

あ
り
、
後
者
は
前
者
に
拠
っ
て
改
刻
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
玉
篇

の
五
四
二
部
首
に
拠
り
な
が
ら
も
、
字
書
本
文
中
の
部
首
を
画
数
分

類
す
る
、
は
じ
め
て
の
字
書
で
あ
る
。

元
禄
六
年
本
の
体
裁
に
最
も
近
い
の
は
、
行
段
の
数
を
同
じ
く
す

る
延
宝
七
年
刊
行
の
袖
珍
倭
玉
篇
で
あ
る
。
延
宝
七
年
本
の
字
書
本

文
に
お
け
る
部
首
配
列
は
画
数
順
で
は
な
い
の
で
、
覆
刻
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
書
は
先
行
の
画
数
分
類
を
採
る

倭
玉
篇
に
拠
っ
て
改
編
を
行
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
例

え
ば
、
字
書
本
文
中
で
「

L
」
部
が
「
乃
」
部
の
先
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
先
に
漢
玉
字
引
の
項
で
述
べ
た
通
り
、

画
数
分
類
を
採
る
倭
玉
篇
に
お
い
て
は
、
字
書
本
文
で
は
「
乃
」
部

が
「

L
」
部
の
先
に
、
一
方
、
部
首
目
録
で
は
逆
に
「

L
」
部
が
「
乃
」

部
の
先
に
位
置
し
て
い
た
。
本
書
の
字
書
本
文
上
の
配
列
は
、
こ
う

し
た
先
行
の
倭
玉
篇
の
部
首
目
録
の
掲
出
順
序
を
援
用
し
た
こ
と
に

拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
、
仮
に
延
宝
七
年
本
と
比
較
す
る
と
、
一
行
に
位
置
す
る
漢
字

が
一
文
字
だ
け
で
あ
る
場
合
に
、
紙
幅
を
慮
っ
て
か
、
そ
の
見
出
漢

字
を
削
除
す
る
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
部
首
内
の
見
出
漢
字
や
掲
出

順
序
は
概
ね
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
又
」
の
和
訓
で
は
、
延
宝

ママ

七
年
本
の
「
カ
イ
ヲ
サ
ム
ル
カ
シ
コ
マ
ル
」
か
ら
、
本
書
で
は
「
ヲ

サ
マ
ル
モ
ク
サ
カ
ル
ト
シ
ョ
リ
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

相
違
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
字
集
便
覧
系
統
の
字
書
に
存

す
る
和
訓
で
あ
る
つ

三
ー
ニ
ー
ニ
漢
韮
篇
系
統
の
字
書

〇
増
補
大
広
益
会
玉
篇
A

本
書
は
、
先
稿
で
言
及
し
た
寛
文
三
年
刊
行
の
大
広
益
会
玉
篇
と

同
様
、
山
田
(
-
九
五
九
）
が
、
「
大
広
益
会
玉
篇
（
漢
玉
篇
）
附
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訓
本
」
の
「
画
ビ
キ
ニ
改
編
セ
ル
モ
ノ
」
に
分
類
す
る
も
の
で
、
林

（
一
九
八
九
）
が
、
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
に
先
立
っ
て
字
彙
に

準
拠
し
た
画
数
分
類
と
四
声
韻
字
注
を
採
用
し
た
字
書
と
し
て
言
及

す
る
も
の
で
あ
る
。
半
紙
本
六
冊
、
半
丁
八
行
、
不
分
段
。
部
首
構

成
は
字
彙
に
準
拠
す
る
が
、
寛
文
四
年
刊
行
の
大
広
益
会
玉
篇
と
同

じ
く
、
字
彙
に
は
な
い
「
目
」
部
を
有
す
る
た
め
ニ
―
五
部
首
で
あ

る
。
ま
た
、
字
彙
で
は
「
元
」
部
が
存
す
る
位
置
に
、
「
1

几
」
部
を

（注
8
)

置
く
こ
と
も
寛
文
四
年
本
と
同
様
で
あ
る
。
林
氏
は
、
「
反
切
お
よ

び
字
義
の
注
文
は
」
大
広
益
会
玉
篇
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
一
方
、
「
そ

れ
ぞ
れ
の
見
出
し
字
の
右
下
、
反
切
注
の
前
に
、
韻
字
お
よ
び
星
点

に
よ
る
四
声
標
示
の
注
記
が
陰
刻
に
よ
り
増
補
さ
れ
て
あ
る
」
と
し
、

本
書
に
つ
い
て
、
「
時
に
行
間
の
訓
注
の
一
部
を
省
く
こ
と
が
あ
る
」

が
、
寛
文
四
年
本
の
大
広
益
会
玉
篇
「
に
も
と
づ
い
て
増
補
の
手
を

加
え
た
も
の
」
と
す
る
。

〇
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

本
書
は
、
毛
利
貞
斎
の
編
。
半
紙
本
―
二
冊
、
玉
篇
の
注
文
を
示

す
字
書
本
文
は
半
丁
一

0
行
、
不
分
段
。
た
だ
し
、
頭
書
は
、
頭
書

の
位
置
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
に
は
丁
の
全
面
に
張
り
出
す
。
部
首
構

成
は
字
彙
に
準
拠
す
る
が
、
字
彙
に
は
な
い
「
目
」
部
を
有
す
る
こ

と
と
、
寛
文
四
年
刊
行
の
大
広
益
会
玉
篇
以
来
の
「
充
」
部
を
残
し

つ
つ
、
字
彙
本
来
の
「
元
」
部
を
増
補
す
る
た
め
、
ニ
―
六
部
首
。

大
広
益
会
玉
篇
の
注
文
を
受
け
継
ぐ
が
、
右
の
増
補
大
広
益
会
玉
篇

A
と
比
較
し
て
も
、
四
声
韻
字
注
が
修
訂
さ
れ
て
い
る
他
、
字
彙
や

古
今
韻
会
等
を
参
照
し
て
き
わ
め
て
詳
細
な
増
注
を
頭
書
に
付
す
。

一
方
で
和
訓
は
増
減
と
も
に
あ
る
。
既
に
山
田
(
-
九
八
一
）
、
関

場
(
-
九
九
四
）
が
言
及
す
る
通
り
、
近
世
に
お
け
る
字
書
の
い
わ

ば
決
定
版
の
一
と
し
て
、
明
治
期
に
至
る
ま
で
何
度
も
版
を
重
ね
、

以
降
の
字
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

〇
増
補
大
広
益
会
玉
篇
B

本
書
は
、
山
田
(
-
九
五
九
）
が
、
増
補
大
広
益
会
玉
篇
A
や
増

続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
と
同
じ
分
類
に
掲
出
す
る
も
の
の
、
刊
記
が

な
い
た
め
か
、
明
治
期
刊
行
の
字
書
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
半
紙
本
一

0
冊
、
半
丁
八
行
、
不
分
段
。
部
首
構
成
は
増
続

大
広
益
会
玉
篇
大
全
と
同
様
の
ニ
―
六
部
首
。
刊
年
は
明
確
で
は
な

い
が
、
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
刊
行
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

四
声
韻
字
を
示
す
一
方
、
反
切
と
字
義
の
注
文
は
大
広
益
会
玉

篇
の
も
の
を
踏
襲
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
は
増
補
大
広
益

会
玉
篇
A
に
近
い
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
増
補

大
広
益
会
玉
篇
A
は
外
題
を
「
〈
四
声
／
韻
付
〉
増
補
大
広
益
会
玉

篇
」
と
す
る
の
に
対
し
、
本
書
は
「
〈
四
声
／
韻
付
／
和
訓
〉
増
補

大
広
益
会
玉
篇
」
と
す
る
。
角
書
に
「
和
訓
」
が
添
加
さ
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
が
各
漢
字
に
つ
い
て
掲
出
す
る

和
訓
は
増
補
大
広
益
会
玉
篇
A
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
。
増
補
大
広

益
会
至
篇
A
の
掲
出
和
訓
は
、
寛
文
三
年
刊
行
の
大
広
益
会
至
篇
に

多
く
を
拠
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
の
掲
出
和
訓
は
、
字
集
便

覧
が
掲
出
す
る
和
訓
を
含
む
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
丑
」
の
和

訓
は
、
増
補
大
広
益
会
玉
篇

A
の
「
ッ
カ
ヌ
ム
ス
フ
ヒ
ボ
」
、
増

続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
の
「
ム
ス
ブ
ッ
カ
ヌ
／
頭
書
に
ウ
シ
テ
カ

シ
」
、
字
集
便
覧
の
「
ウ
シ
タ
テ
」
に
対
し
て
、
本
書
で
は
「
ウ
シ

タ
テ
ッ
カ
ヌ
ム
ス
ブ
ヒ
ボ
」
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
凡
例
の
第
一

項
で
は
、
四
声
の
標
示
を
、
韻
字
を
囲
む
枠
の
形
状
の
相
違
で
区
別

す
る
（
平
声
は
円
、
上
声
は
五
角
形
等
）
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
、

凡
例
の
第
一
一
項
で
「
一
毎
画
補
入
先
書
欠
字
一
如
一
之
部
第
二
画
翌

字
ぃ
凡
入
本
字
於

□

内
＿
以
下
之
数
字
、
即
増
輯
゜
餘
倣
之
。
」
と

し
て
、
「
先
書
」
に
増
補
を
加
え
た
こ
と
を
記
す
。
こ
こ
で
言
及
さ

れ
る
「
弓
」
も
以
降
の
字
書
本
文
に
見
ら
れ
る
増
補
漢
字
も
、
増
補

大
広
益
会
玉
篇

A
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、

山
田
(
-
九
五
九
）
が
記
す
よ
う
に
、
凡
例
の
末
尾
に
は
「
玉
篇
旧

二
万
一
一
千
一
三
日
二
十
九
字
／
字
彙
三
万
三
千
一
百
七
十
九
字
／
今
増

玉
篇
三
万
四
千
一
百
九
十
五
字
」
と
、
漢
字
の
増
補
を
誇
る
記
載
が

（注

9
)

あ
る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
が
増
補
大
広
益
会
玉
篇
A
を
承
け
て
編

纂
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
部
首
数
を
同

じ
く
す
る
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
と
の
先
後
関
係
は
明
確
で
な

い
。
林
(
-
九
八
九
）
が
述
べ
る
と
お
り
、
増
続
大
広
益
会
至
篇
大

全
も
、
「
旧
本
」
が
収
め
な
い
増
補
漢
字
を
「
毎
部
画
数
末
包
囲
中

記
之
」
と
し
て
い
た
。
本
書
に
お
け
る
増
補
漢
字
は
、
例
え
ば
冒
頭

に
近
い
三
文
字
で
は
「
屯
」
（
一
部
三
画
）
「
哩
」
（
一
部
七
画
）
「
半
」
（
ー

部
三
画
）
で
あ
る
が
、
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
で
の
掲
出
状
況
を

見
る
と
、
「
弓
」
は
増
補
漢
字
で
は
な
い
通
常
の
位
置
に
掲
載
さ
れ
、

「
哩
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
半
」
は
増
補
漢
字
と
し
て

掲
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
を
先
後
と
も

判
断
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
編
纂
時
に
増
続
大
広
益
会
至

篇
大
全
を
参
照
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
書
に
お
け
る
増
補
漢
字
の

（
注
1
0
)

掲
出
に
は
今
少
し
統
一
性
が
あ
っ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
分
量
と
内
容
の
上
で
明
ら
か
に
競
合
す
る
増
続
大
広
益
会
玉
篇

大
全
の
評
価
が
定
ま
っ
た
後
で
あ
れ
ば
、
本
書
を
、
売
り
上
げ
を
見

込
め
る
字
書
と
し
て
書
陣
が
新
た
に
上
梓
し
た
か
は
疑
わ
し
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
両
書
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
刊
年
を
有
す
る

伝
本
の
博
捜
と
今
後
の
調
査
に
侯
つ
こ
と
と
し
た
い
。

三
ー
ニ
ー
三
字
集
便
覧
（
和
字
彙
）
系
統
の
字
書

〇
改
正
小
字
彙
（
付
改
正
続
小
字
彙
）

本
書
は
、
山
田
(
-
九
五
九
）
に
言
及
の
あ
る
も
の
。
袖
珍
本
、

半

T
七
行
X

七
段
。
字
彙
に
準
拠
す
る
ニ
―
四
部
首
。
管
見
で
は
、
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音
訓
の
み
を
示
す
字
書
と
し
て
は
字
集
便
覧
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
書
名
に
「
改
正
」
が
添
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
先
立
つ
「
小
字
彙
」
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
字
書
本
文
は
字

集
便
覧
の
系
統
の
字
書
に
依
拠
す
る
が
、
字
集
便
覧
と
比
較
す
る
と
、

一
部
の
見
出
漢
字
と
注
文
や
和
訓
を
省
く
一
方
、
「
丑
」
の
和
訓
は
「
ウ

シ
タ
テ
ム
ス
ブ
ヒ
ボ
」
と
増
補
が
あ
る
。
な
お
、
網
羅
的
な
字
書

で
は
な
い
た
め
本
稿
で
の
検
討
対
象
で
は
な
い
が
、
翌
年
刊
行
の
改

正
続
小
字
彙
は
、
本
書
が
収
め
な
い
見
出
漢
字
を
中
心
に
編
纂
し
た

（
注
1
1
)

も
の
で
あ
る
。

0
新
改
字
林
集
韻

小
本
、
半

T
八
行

x
1
0
段
、
字
彙
に
準
拠
す
る
ニ
―
四
部
首
。

各
見
出
漢
字
の
左
上
に
韻
目
を
示
し
、
そ
の
下
に
平
仄
を
「
黒
丸
」

の
有
（
仄
）
無
（
平
）
で
示
す
。
字
書
本
文
は
字
集
便
覧
の
系
統
の

字
書
に
依
拠
す
る
が
、
見
出
漢
字
や
和
訓
に
出
入
り
が
あ
る
。
「
丑
」

ママ

の
和
訓
は
「
ウ
シ
ス
ス
フ
ヒ
モ
タ
テ
」
で
あ
る
。

〇
剛
定
増
補
小
字
彙

袖
珍
本
、
半
丁
七
行
X

七
段
。
字
彙
に
準
拠
す
る
ニ
―
四
部
首
。

概
ね
改
正
小
字
彙
と
同
様
の
字
書
本
文
を
有
す
る
。
改
正
小
字
彙
で

行
末
に
空
欄
が
あ
る
行
に
は
、
そ
の
欄
に
増
補
漢
字
を
掲
出
す
る
。

増
補
は
概
ね
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
に
拠
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

〇
改
正
増
補
字
彙

横
小
本
、
半
丁
―
二
行
X

五
段
。
字
彙
に
準
拠
す
る
ニ
―
四
部
首
。

改
正
小
字
彙
の
字
書
本
文
を
承
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

が
、
見
出
漢
字
の
増
補
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
増
補
は
概
ね
改
正
続
小

字
彙
に
拠
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
「
丑
」
の
和
訓
は
「
ウ
シ

タ
テ
ム
ス
ブ
ヒ
ボ
」
で
あ
る
。

四
お
わ
り
に

先
学
の
調
査
よ
り
既
に
窺
わ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
画
引
字
書

に
お
い
て
は
、
元
禄
年
間
の
中
頃
以
降
、
字
彙
の
ニ
―
四
部
首
に
準

拠
す
る
字
書
群
が
完
全
に
主
流
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
当
該

期
以
前
か
ら
、
玉
篇
系
統
の
字
書
の
編
纂
に
字
彙
系
統
の
字
書
の
分

類
や
見
出
漢
字
、
注
文
が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て

い
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
字
書
で
同
様
の
例
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
該
期
に
刊
行
さ
れ
た
音
訓
字
書
を
み
る
と
、
倭
玉
篇
は
大
本
か

ら
半
紙
本
、
小
本
、
横
一
一
一
切
本
ま
で
多
様
な
版
形
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
字
集
便
覧
の
系
統
は
小
本
や
袖
珍
本
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
両
系
統
の
字
書
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
評
価
の
相
違
を
反

映
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
字
集
便
覧
の
後
を
次
い

な
お
、
「
丑
」
の
和
訓
は
「
ウ
シ
タ
テ
ム
ス
ブ
ヒ
ボ
」
で
あ
る
。
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だ
改
正
小
字
彙
、
改
正
続
小
字
彙
、
新
改
字
林
集
韻
、
剛
定
増
補
小

字
彙
が
、
い
ず
れ
も
大
阪
の
書
陣
に
よ
る
刊
行
で
あ
る
こ
と
も
注
目

丘注
12)

さ
れ
る
。

節
用
集
の
頭
書
に
配
さ
れ
た
の
が
字
集
便
覧
系
統
の
音
訓
字
書
で

は
な
く
、
倭
玉
篇
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
同
じ
五
段
構
成
で

あ
る
、
元
禄
六
年
の
増
補
倭
玉
篇
（
字
書
本
文
一

0
九
丁

x
三
二
行

11

三
四
八
八
行
）
と
改
正
小
字
彙
（
字
書
本
文
一
七
二
丁

x
二
四
行

11

四
―
二
八
行
）
と
の
総
行
数
を
比
較
す
る
と
、
後
者
が
、
六
四

0

行
多
く
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
、
前
者
の
一
丁
に
つ
き
三
二
行
の
構

成
を
採
っ
た
際
の
二

0
丁
分
で
あ
る
。
字
集
便
覧
系
統
の
音
訓
字
書

で
は
な
く
倭
玉
篇
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、
第
一
に
、
下
段
の
節
用
集

の
分
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
叶
、
た
だ
し
、
通
俗
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
節
用
集
と
合
刻
す
る
に

際
し
て
は
、
や
は
り
引
き
や
す
さ
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
倭

玉
篇
は
、
節
用
集
に
合
刻
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
字
書
本
文
中

の
部
首
配
列
が
画
数
分
類
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
倭
至
篇

諸
本
に
字
書
本
文
以
外
の
付
録
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
字
集
便
覧
系
統
の
音
訓
字
書
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

節
用
集
と
合
刻
さ
れ
る
字
書
と
し
て
選
択
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
倭
至
篇
の
あ
り
方
も
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
先
に
述
べ
た
版
形
の
問
題
と
も
併
せ
、
な
お
考
察
を
深
め

た
い
。

系
統
関
係
に
関
わ
る
記
述
は
覚
書
の
域
を
で
な
い
も
の
ば
か
り

で
、
繁
閑
よ
ろ
し
き
を
得
な
い
こ
と
甚
だ
し
い
が
、
年
表
に
未
掲
載

の
画
引
字
書
の
存
在
も
含
め
、
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

注
(
l
)
本
書
に
先
だ
っ
て
部
首
目
録
の
画
数
分
類
を
行
っ
た
寛
永
年
間
刊
行
の
五

音
図
に
お
い
て
も
、
一
四
画
以
上
は
一
括
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
こ
の
二
種
類
の
目
録
が
掲
出
す
る
部
首
の
字
形
や
画
数
の
算
定
に
は
小
異

が
見
ら
れ
る
。

(
3
)
字
彙
で
は
「
杓
」
の
字
体
で
掲
出
さ
れ
る
が
、
字
集
便
覧
と
増
字
倭
玉
篇

(
4
)
授
幼
文
選
字
引
と
字
韻
早
鑑
四
重
大
成
に
つ
い
て
は
、
山
田
(
-
九
八
一
）

に
言
及
が
あ
る
。

(
5
)
先
稿
で
は
、
字
彙
に
お
け
る
総
画
数
順
の
「
検
字
」
な
ど
、
同
一
字
書
中

の
付
録
に
、
部
分
的
な
画
数
分
類
部
分
が
存
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。

(
6
)
こ
の
小
異
は
、
新
刊
画
引
和
玉
篇
の
部
首
目
録
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で

あ
る
。

(
7
)
た
だ
し
、
酉
部
ニ
ニ
画
の
「
醸
」
の
漢
字
を
掲
出
す
る
部
分
が
寛
文
四
年

本
で
は
版
刻
が
済
ん
で
お
ら
ず
黒
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
延
宝
七
年
本
で
は

「
醸
」
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
寛
文
四
年
本
を
主
に
参

照
し
た
と
し
て
も
、
他
の
画
引
の
玉
篇
も
編
纂
者
の
机
上
に
あ
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。

(
8
)
こ
の
点
は
、
寛
文
四
年
本
と
字
彙
と
の
部
首
構
成
の
相
違
と
し
て
、
先
稿

で
言
及
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

で
は
い
ず
れ
も
「
杓
」
の
字
体
で
掲
出
す
る
。
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(
9
)
架
蔵
の
零
本
に
よ
る
と
、
第
一
冊
目
の
目
録
題
頷
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。

(10)
節
用
集
の
場
合
は
、
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
常
に
整
然
と
し
た
配
列
と

内
容
を
有
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
の
現
段
階
で
の
推
測
で

あ
る
。
な
お
、
刊
記
を
有
す
る
伝
本
を
見
な
い
こ
と
は
、
編
纂
と
刊
行
に

特
別
の
事
情
が
存
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
改
正
小

字
彙
の
掲
出
す
る
和
訓
と
の
近
さ
な
ど
を
見
る
と
、
さ
ら
に
編
纂
時
期
を

さ
か
の
ぽ
ら
せ
て
、
関
場
(
-
九
九
四
）
や
林
(
-
九
八
九
）
が
言
及
す

る
「
玉
篇
画
引
韻
附
」
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

(11)
た
だ
し
、
刊
行
書
陣
は
、
改
正
小
字
彙
が
毛
利
田
庄
太
郎
、
改
正
続
小
字

彙
が
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
と
、
異
な
っ
て
い
る
。

(
1
2
)
長
友
(
-
九
九
四
）
は
、
初
期
の
大
阪
の
出
版
の
特
徴
と
し
て
「
実
用
・

日
用
百
科
事
典
的
な
出
版
物
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
改
正
小
字
彙

と
剛
定
増
補
小
字
彙
を
刊
行
し
た
毛
利
田
庄
太
郎
、
改
正
続
小
字
彙
を
刊

行
し
た
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
は
い
ず
れ
も
西
鶴
本
の
出
版
で
著
名
な
大
阪

の
書
陣
。
新
改
字
林
集
韻
を
刊
行
し
た
高
屋
氏
平
右
衛
門
も
大
阪
の
書
陣

で
あ
る
。

(13)
も
ち
ろ
ん
、
節
用
集
部
分
の
行
の
高
さ
を
減
じ
て
、
そ
の
分
を
字
書
部
分

の
段
数
の
増
加
に
充
当
す
れ
ば
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
（
実
際
、
元
禄
九
年
の
増
補
和
玉
篇
で
は
字
書
部
分
の
段
数
を
増

や
し
て
い
た
）
が
、
字
彙
系
統
の
音
訓
字
書
を
入
れ
込
む
こ
と
で
全
体
の

丁
数
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
は
変
わ
り
な
い
。
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／
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仏
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引
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．
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集
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（
米
谷
隆
史
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手

(
B
)
）
「
近
世
前
期
刊
行
の
字
書
諸

本
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号
一
六
七
二

0
1
0
九
）
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
佐
藤
貴
裕
氏
よ
り
は
経
書
字
弁
の
画
数
分
類
に
つ
い
て
ご
教
示
を
得

た
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
は
第
九
回
表
記
研
究
会
（
二

0
0
六
年
五
月
二
二
日
）

に
お
け
る
発
表
内
容
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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